
　背景：表面筋電図は，課題動作を人間工学的に評価
することができる方法として使用されている．人間工

学的実験の場合，表面筋電図データの振幅や周波数を

解析することで姿勢や課題動作の快適性・負担につい

て定量的に理解することができる．

　目的：ブラインド信号源分離アルゴリズムを使用し
て手指，手関節屈筋群の表面筋電図学的データの収集

を行い，クロストークの影響について調査することで

ある．

　方法：6 名の被験者に対し，立位を計測姿勢として

静的な把握動作（等尺性収縮）を課題動作とした．筋力

発揮レベルを 25％，50％，75％，100％MVC の 4 段階

に設定した．筋電図データは，浅指屈筋，深指屈筋，

橈側手根屈筋，長掌筋，そして尺側手根屈筋から双極

電極を使用して収集した．二乗平均平方根（RMS）の割

合は，ブラインド信号源分離アルゴリズムによってク

ロストークを除去した各筋力レベルのデータを正規化

して求め，その振幅データをクロストーク指数のベー

スとした．また相互相関関数の R2最大値を使用して前

腕に付着する屈筋群の 4 段階ごとの筋力発揮レベル

に応じたクロストーク指数の相関と，アルゴリズム適

応から計算を行った．

　結果と考察：クロストーク範囲は，手関節屈筋群で
は 32～50％，手指屈筋群では 11～25％であった．ブ

ラインド信号源分離アルゴリズムを用いると，本研究

においては前腕に付着するすべての屈筋群および全段

階の筋力発揮レベルで 33％以上のクロストークを減

少させることができた．

　結論：表面筋電図学的データにはクロストークが非
常に多く混入しているため，ブラインド信号源分離ア

ルゴリズムのようなクロストークを減少させる方法が

用いられるべきである．把握動作の課題においては，

手指・手関節に関するクロストークを減少することが

できるブラインド信号源分離アルゴリズムの利用を推

奨したい． 

　背景：人体における関節可動範囲について考えた場
合，可動部分によっては骨の変位や靱帯で結合されて

いる可動性の低い関節などを伴っている場合がある．

骨盤帯において一側方向からの荷重負荷が行われたと

き，どの程度寛骨の変位や関節の可動性が発生するの

かは明らかにされていない．骨盤帯の荷重適応につい

て深い見識が得られれば，移動動作などの骨盤帯のバ

イオメカニクス的側面や臨床現場で使用される徒手的

テストの解釈向上に役立つことが期待できる．

　目的：骨盤帯への一側方向からの荷重適応中におけ
る寛骨内の変位の発生と恥骨結合の可動性を調査し，

明らかにすることである．

　方法：防腐処理を施した寛骨標本を 15 個用意して

一側を固定し，その反対側から矢状面に対し垂直方向

に荷重を行った．この荷重負荷量は定期的に増加する

ようにプログラミングを行った．固定された寛骨と恥

骨結合について，荷重増加中の変位を三次元方向で計

測した．固定された寛骨の最大変位量と恥骨結合の変

位量の比較を行い，本実験で使用されたすべての寛骨

について，性別ごとに有意差を調べた．

　結果：寛骨の三次元方向の平均変位が 3.39±2.92 

mm であったのに対し，恥骨結合の可動範囲は 3.20±

2.58 mm（p＞0.05）であった．寛骨での最大変位量は，

水平面上での 1.41±3.1 mm であった．恥骨結合の可動

域においては，男女の標本間に有意差（p＜0.01）があっ

た．しかし，寛骨の変位量においては男女の有意差は

示されなかった．

　考察：一側方向からの荷重において，恥骨結合の可
動範囲と同時に寛骨全体での変位も発生していた．寛

骨における変位は水平面上の動きの際に最大となった． 
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　背景：前十字靱帯（anterior cruciate ligament：ACL）

再建術後にスポーツ復帰した患者は，反対側膝も含め

れば 6～25％が再損傷するとされる．しかし再損傷に

関する因子の報告は少なく，潜在的なメカニズムは不

明である．本研究の目的は ACL 再建術後の再損傷を

予測する因子を明らかにすることである．

　対象と方法：対象は ACL 再建術後にスポーツ復帰

した 56 名の若年者（男性 21 名，女性 35 名）である．

3 次元動作解析による drop vertical jump（台より飛び

降り，すぐに頭上へ垂直飛びを行う），姿勢安定性評

価（片脚立位の動的安定性），脛骨前方移動量を評価し

た．評価後 12 か月間の再損傷の頻度を調査し，再損

傷の因子を特定するために分散分析とロジスティック

回帰分析を用いた．また受信者動作特性曲線（receiver 

operating characteristic curve：ROC 曲線）をプロット

し，評価の診断能を示す ROC 曲線下面積（area under 

the ROC curve：AUC）の感度と特異度を調べた．

　結果：13 名（男性 2 名，女性 11 名）が再損傷（対側 

10 名，同側 3 名）した．ロジスティック回帰分析にて

着地時の非受傷側股関節の内旋モーメント増大（再損

傷の可能性を示すオッズ比は 8.4），着地時前額面での

受傷側膝関節の外反角度増大（3.5），着地時矢状面での

膝関節モーメントの非対称性（3.3），受傷側下肢の姿勢

安定性の欠如（2.3）の 4 つが有意な因子であった．これ

ら 4 つの変数を組み合わせたときの AUC は 0.94 で，

感度 0.92，特異度 0.88 であった．脛骨前方移動量では

再損傷は予測できなかった．

　考察：ACL 再建術後，着地動作時の股関節・膝関節

の神経筋制御の低下や姿勢安定性の欠如は，スポーツ

復帰後の再損傷に関連する可能性が示唆された．股関

節内旋モーメント増大は股伸展筋力低下との関連が報

告されており，大殿筋を強化することで ACL 再損傷

を減少できる可能性がある． 

　背景と目的：パーキンソン病（PD）患者のバランス
評価には，1）歩行時のバランスの正確な評価と，2）転
倒リスクの十分な把握が必要である．本研究では 
Functional Gait Assessment（FGA），Balance Evaluation 
Systems Test（BESTest）を用いて PD 患者の転倒群と
非転倒群を識別し，これらの評価の信頼性，妥当性，
感度，特異度を検討する．FGA は跨ぎ動作，歩行速度
調節など様々な姿勢制御能力を評価する方法で，
BESTest は TUG Test など複数の評価手段の成分を抜
粋し組み合わせた評価方法である．
　対象と方法：対象は Hoehn & Yahr 分類（H & Y）で
ⅠからⅣの PD 患者 82 名で，転倒群は 25 名であっ
た．検者間信頼性は PD 患者 15 名に対し検者 3 名で，
検査間信頼性は PD 患者 24 名について約 2 週間の間
隔を開けて 2 回評価し検討した．妥当性は Berg Bal-
ance Scale（BBS），H & Y などとの相関関係を求めて検
討した．カットオフ値は感度，特異度がそれぞれ最大
となる点とした．群間比較には t 検定と Mann－Whit-
ney の u 検定，信頼性の検証には ICC（2,1），妥当性の
検証には Spearman の順位相関係数，カットオフ値の
決定は ROC 解析を用いた．
　結果：検者間信頼性は FGA 0.91，BESTest 0.88 で
あった．検査間信頼性は FGA 0.93，BESTest 0.96 で
あった．H & Y と FGA・BESTest はそれぞれ負の相関
（r＝－0.670，－0.736）を示した． BBS と FGA・
BESTest はそれぞれ正の相関（r＝0.783，0.873）を示し
た．FGA ではカットオフ値を 15 点としたとき，感度 
0.72・特異度 0.78，BESTest ではカットオフ値を 69％
としたとき，感度 0.84・特異度 0.76 であった．
　考察：FGA，BESTest ともに高い検者間信頼性，検
査間信頼性が得られた．また，いずれも H & Y，BBS と
の間に中等度以上の相関が認められ，妥当性も高かっ
た．感度・特異度を最大にしてカットオフ値を求めた
場合，BESTest のほうが FGA より感度が高く，転倒予
測に適していると考えられたが，いずれもバランスを
正確に評価することが可能であり，PD 患者の転倒予
測に有用であるとの結果が得られた．
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